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《A チーム》 

• タイトル： 地産地消キッチン 「D1 cafe」 ～福知山から生み出すお米の未来～ 

• 成果：企業内起業（新規事業創出）・事業連携 

• 発表内容： 以下、資料抜粋 

  

  

  

 

 

D1 cafe

令和３年度福知山市委託事業 「NEXTふくちやま産業創造事業」

令和３年度 NEXT産業創造プログラム 実践事業創造特論PBL

A

1

事業概要

飲⾷部⾨

D1 cafe

本社部⾨

運営

商品

売上

・商品の販売

顧客

売上

商品

農 家

庵我
農区⻑会

庵我まちづく り
協議会

協⼒

・⽶粉の使い方
顧客

参加費

レッスン

料理教室

①習い事フェ スタ
12月12⽇(⽇)10時〜15時 「THE610BASE」にて

前⽇の読売新聞記

主催︓福知⼭市⼈権推進室

グルテンフリーで⼩⻨アレルギーの人でも⾷べられる

グルテンフリーで体質や肌質の改善が期待できる

油の吸収率が低くヘルシー

⾷感にもっちり感がある

腹持ちがよい

国産の⾷材である

昔から⽇本で⾷べられている伝統⾷

⽶の消費量を増やせて農業を守ることにつながる

⾷料⾃給率の上昇に貢献できる

魅了的と感じる点は特にない

＊⽶粉⾷品の特徴について、魅⼒的だと思う項目にチェックして下さい。
（複数回答可） ２４件の回答

⼩⻨アレルギーの
⼼配なし

⾷感が
もっちり

体質・肌質
改善効果

グルテンフリー

⑤収⽀計算書・ 事業計画書作成

≭ 㝡從咸乂 月平均

売上高

経 費 地代家賃 事務所

作業場

通信費

支払利息

自動車保険料

広告宣伝費 地元新聞

予備費

固定費計

仕入高

人件費 製作

焼菓子製作

事務員

水道光熱費

代

法定福利費

保険料

販売促進費

予備費

変動費計

経費計

事業所得 控除前 課税所得金額

労災

月後

固定費

変動費

大槻 智美

開業当初

販売

菓子 教室

将来展望

6

・ キッ チンカー

・ 料理教室

・ ネッ ト 販売
・ インバウンド 向け

2022年

2024年

・ クラウド
ファンディ ング

2021年

5年後

⽶粉って
何︖

⽶粉メニューが
選べる時代

⽶粉メニューが
選べる時代へ

月１⽇は
「NO⼩⻨粉デー」

・ 福知⼭産⽶粉商品化

売上⾼

純利益

（万円）

2022 2023 2024 5年後

100

300

1,500

5,000

100
40

600

・ 地域複合アグリ ビジネス
（ 店舗開業）
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《B チーム》 

• タイトル： 福知山産キキョウを活用した石鹸で、健康肌づくりを全国へ 

• 成果：起業（株式会社設立）・クラウドファンディング成立（達成総額 51 万円、支援者数 72 名、

目標対比平均 515％）・事業連携 

• 発表内容：以下、資料抜粋 

  

  

  

 

 

  

2/3頃 北近畿経済新聞

2/4 両丹⽇⽇新聞

2/4 Yahoo! ニュース
https://news.yahoo.co.jp/articles/9fb5db4698e3bb5ed3a2d9c66c0d4358b4cf9fe1

2/10、他 京都FM丹波放送（ラジオ）
https://www.youtube.com/watch?v=mZ4aQNRGM9M

掲載メディア

NEXT産業創造プログラム
福知⼭⾼校×(株)M ind  Leaf
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《C チーム》 

• タイトル： 樹上完熟 三和ぶどうジュース ～農家が取り組む SOGs～ 

• 成果：企業内起業（新規事業創出）・クラウドファンディング成立（達成総額 133万円、支援者数

135名、目標対比平均 443％）・事業連携 

• 発表内容： 以下、資料抜粋 

  

  

  

 

 

 

SDGs

令和３年度福知山市委託事業 「NEXTふくちやま産業創造事業」

令和３年度 NEXT産業創造プログラム 実践事業創造特論PBL

1

収⼊が不安定
休みがない 体⼒仕事

機会がない
場所がない

新規事業の概要

SSブランド

⾷料供給
環境保全・循環機能

農業体験・⾷育
安らぎ・リフレッシュ

農業の重要性 農の魅⼒

農の魅⼒を形に!! 農の持つ魅⼒を伝えること

農業を経済的にも持続可能な産業にすること 5

解決策

商品開発

顧客開発

コンセプト

顧客発⾒

開発

顧客実証

テスト

顧客開拓

発売

組織拡大

クラウドファンディングを用いた開発
24次産業化 (6次産業化×第4次産業)
※第4次産業:DX(デジタルトランスフォーメーション)の活⽤

消費ニーズの発掘
ファン作り
地域のブランディング

農業の多様な価値をお届けする⼿段の⼀つが6次産業化

10

売れました!!

開始⼆時間で目標達成!!
440%達成!! 12

分析

13

居住地年齢

40代、50代が5割以上

⼥性より男性の方が多い

地元以外からも多くの購⼊
25都道府県、海外から購⼊

(京都除く)

性別

将来展望

SSブランドの確立、拡充
農業の新たな価値の創造

23

今回得た経験の横展開
地域企業とのコラボ
福知山の魅⼒の発信・交流人⼝の増加
ふるさと納税の商品の拡充

SSブランドの売り上げ推移

ぶどうジュース
塩(ぶどう・万願寺とうがらし)
クラフトビール
麹味噌シリーズ
グレープビネガー
農産物のオーナー権・⽇本版CSA
体験・アグリワーケーション

etc.

私たちが地域に貢献できること…

(千円)
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《D チーム》 

• タイトル： 「ZuT（ずっと）溶けにくいアイスクリーム」がつなぐ栄養支援のかけ橋 

• 成果：企業内起業（新規事業創出）・クラウドファンディング成立（達成総額 47 万円、支援者数

83名、目標対比平均 470％）・事業連携 

• 発表内容： 以下、資料抜粋 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マクアケ テストマーケティング１ /1 8〜2 /2 7

ご⽀援いただいた⽅の地域・ 年代・ 性別

お礼状 4名
６個セット 51名
12個セット 25名
業務⽤２L（ミルク）2名
業務⽤２L（ミルク・チョコ）1名

ご⽀援いただいたリ ターン品
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《E チーム》 

• タイトル：事業承継・創業・移任の「三位一体策」 ～地域ぐるみで人を呼び込む～ 

• 成果：施策提案・事業連携 

• 発表内容： 以下、資料抜粋 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

W ithコロナ時代の地域経済活性化

事業承継・ 創業・ 移住の「 三位⼀体策」
〜地域ぐるみで継ぐ⼈を呼び込む〜

Powered By

チームE

起案者（所属）：

松原 健一 （但馬信用金庫）

髙田 祥寛 （但馬信用金庫）

田村 輝 （福知山公立大学）

１

背景︓後継者マッ チングという 第三の選択肢の登場︕

５

• 全国の『継ぎたい人』(会員)２,000名以上。
• 小規模な事業承継案件を掲載できる。
• 後継者を探す高齢者は自治体に相談可能。
• 事業承継案件を記事で伝える。
• 定額制で手数料は発生しない。

出所︓ココホレジャパン社提供資料9

継業バンクが機能するには、 継いで欲しい地域事業者が沢⼭現れることが先決︕

（福知山産業支援センター、商工会議所、
商工会ヒアリングから）

8

検証結果１ ︓エコシテム循環のボト ルネッ ク︕

夜久野みらいまちづく り協議会
「 事業承継について考える」

9

仮説検証２

• コロナ禍で、地域移住とセットで考え
る承継希望者増加傾向

• 承継者が新規事業にチャレンジする
アトツギベンチャーに期待

• 外部承継では、信頼感醸成や⼿腕育成
期間としてのインターンシップが有効

• 事業承継を地域の課題として捉えてい
こう︕

• 達成するには、産業、大学、⾏政など
の産学公連携が重要︕

11

考察︓第２ 回ＮＥ Ｘ Ｔ 産業創造塾パネル討議より

事業承継第三の選択肢としての継業マッチング、コロナ禍で追い風の吹く移住定住、そして
継業を成長させるための新規創業施策の三位一体策を提示！

将来展望︓ハブ⼈材が核となり 、 地域ぐるみで継ぐ
⼈を呼び込むエコシステム︕

Hub PERSON
・

継ぎたい人の探索

コミュニティーの一員として

地域住民とのパイプ役

継ぎたい人の
家探し

継いでほしい人
とのマッチング

金融支援

起業教育

12

継いで欲しい人の
掘り起こし
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《F チーム》 

• タイトル： 「NEXTE福知山」 ～NEXT修了生による学びの実践を通じた地域エコシステム構築～ 

• 成果：起業（一般社団法人設立予定）・事業連携 

• 発表内容： 以下、資料抜粋 

  

  

  

 

 

 

令和３年度福知山市委託事業 「NEXTふくちやま産業創造事業」

令和３年度 NEXT産業創造プログラム 実践事業創造特論PBL

N EXT修了⽣による学びの実践を通じた

地域エコシステム構築

Fチーム

⾚⽯ 洋平 栗原 健司 四⽅ 常之

（ 株式会社ジャクエツ） （ グンゼ株式会社） （ ⽇東精⼯株式会社）

1

事業概要

3

みんなが“ワクワク”する
地域コミ ュニティ を創ります︕

～３つの機能で地域の皆様と繋がります～
①
② NEXT HP
③ NEXT PBL

持続的な「 地域エコシステム」 の構築

一般社団法人設立

実証方法

7

①

③ NEXT

②

福知山公立大学

地域経営学部准教授

杉岡秀紀様

京ぼの

塚本恭之様

福知山産業

支援センター

センター長 西山様

地域クラウド交流会 カマコン

但馬信用金庫様

（Eチーム）
福知山市役所様

NEXT修了後の活動
について意識調査

調査研究〜“ワクワク”する仕組み創りに向けて〜

プロボノ活動

実証考察

10

～NEXT修了生の繋がり～

遠隔受講生も
「関係地域社会資本」

“ ”

～NEXTでの繋がり～

NEXT

商工団体、市役所、
産業支援センター、大学etc.

将来展望

11

NEXTE

“ ”

アイデア募集 プレゼン ブレスト
プロジェクト

決定

プロジェクト
リーダー決定

プロジェクト
実施

フクチコン流れ

“ ”

“ ”

出典：カマコン

＜イメージ＞
＜イメージ＞

こども図書館共創空間共同食堂

出典：Fab Cafe出典：カマコン

Next Entrepreneur x     Team Ecosystem

Next x  Team

次世代の起業家 チームによるエコシステム
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《G チーム》 

• タイトル： 中小運送会社 DX」による新規事業展開 ～アナログ人海戦術から脱却して生産性を

向上する～ 

• 成果：企業内起業（新規事業創出）・事業連携 

• 発表内容： 以下、資料抜粋 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中⼩運送会社DX」
チームG

⼤幅な
⽣産性向上

⼤幅な
業務効率化

・わが社は未だにアナログ⼈材ばかりで、業務作業が煩雑且つ⾮効率/⻑時間労働

・中⼩運送会社の悩みは皆同じ⇒解決して社会に貢献したい︕

３ ． そもそもの動機

「中⼩運送会社DX」
チームG

誰に

何を どのように

標的顧客（ Cu stom er）

顧客機能（ Fu n ctio n ） 技術（ Tech n o lo g y）

①トラック台数5 0〜1 0 0規模の
全国の中⼩運送企業

②運転⽇報等を⼿書き
且つ、⽬視/アナログ⼈海戦術の業務処理で
⽣産性が悪い

①運転⽇報の⾃動読み取り
＆⾃動集計化
②正確且つ迅速に
法的管理を完遂

①先端DXツール商品をカスタム化して
⼿間いらずに提供
②サブスクで提供

５ ． ⽬指すべき新規事業概要
「中⼩運送会社DX」
チームG

⾃動集計

運送会社/運転⽇報の特性を反映させて、DX解決する

６ ． 今回の実証挑戦

AI 付き

RPA

＊RPA（ ロボティックプロセスオートメーション）
これまで⼈間のみが対応可能と想定されていた作業、もしくはより⾼度な作業を、
⼈間に代わって実施できるルールエンジンやAI、機械学習等を含む認知技術を
活⽤して代⾏・代替する取り組み

「中⼩運送会社DX」
チームG

⼿書きの運転⽇報の特性を反映させて、

⾃動読み取りできるメドがついた︕

■タイアップ先候補

「⼿書き」運転⽇報の⾃動読み取り
世界最⾼⽔準の⽂字認識率を実現︕

７ ． 実証結果①
「中⼩運送会社DX」
チームG

⾃社導⼊
実績成果

2 0 2 1年度
・連携検証成果

2 0 2 2年度
・新連携法⼈設⽴
・商品パッケージ化

・JI LS認定取得
・トラック協会推奨
・商流づくり

2 0 2 3年度
・プラットフォーム形成
・クロスセル商品の導⼊
・API の開発

全⽇本トラック
協会推奨⽇本ロジスティックス

システム協会認定

2 0 2 4年度
・API エコノミー構築
・DXベネフィットの拡張

・アップセルの商品導⼊プラットフォーム
形成

API エコノミー
構築

Cogent 
Labs

Techno 
Circulation

仲間の
協同参画3社

MOVO

API

freee
API

中⼩運送会社
に貢献する

９ ． 将来展望仮説
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《H チーム》 

• タイトル：廃棄物を資源に変える ～サステナブルプロダクトによる地域エコシスラム創造に向けて～ 

• 成果：クラウドファンディング成立（達成総額 23 万円、支援者数 26 名、目標対比平均 230％）・

事業連携 

• 発表内容： 以下、資料抜粋 

  

  

  

 

 

 

 

廃棄物を資源に変える
サステナブルプロダクトによる地域エコシステム創造に向けて

令和３年度福知山市委託事業 「NEXTふくちやま産業創造事業」

令和３年度 NEXT産業創造プログラム 実践事業創造特論PBL

チームH 藤原、五藤

事業概要

大量生産・大量廃棄に疑問を呈し、サステナブルな商品のあり方を提言したい

×

https://www.tangowashi.com

リサイクル素材を用いたプロダクト開発

繊維工場で廃棄されるはずの規格外品や端切れを用いて
サーキュラーエコノミーを目指したプロダクトを開発

実証方法

クラウドファンディング実施結果

当初の目標金額は達成されたが、平均申し込み率が約0.2%という傾向から

現在のマクアケユーザーがサステナブルな商品に対して関心が低いことが示唆された
。

最終金額/達成率

229,600 / 229% 0.2%
合計ページ閲覧数

12,219

6 %0 %

5 0

%

2 5

%

1 9

%
0 %1 3 %

7 5 %

1 3 %0 %

2 0代 3 0代 4 0代
5 0代 6 0代

男性 女性

6 7

%

3 3

%

男性 女性

比率
0

3 00 00

6 00 00

9 00 00

1 20 00 0

0

1 00 0

2 00 0

3 00 0

4 00 0

1 /2 2 1 /2 8 2 /3 2 /9 2 /1 5 2 /2 1

購入金額 訪問者数

平均申し込み率

将来展望
地域エコシステム創造に向けた取り組みについて

参考:「サーキュラーデザイン持続可能な社会を作る製品・サービス・ビジネス」 水野大二郎・津田和俊著

サーキュラーエコノミーによる
地域エコシステムの創造

資源
工場からの

規格外品を回収

素材
リサイクル素材

への転換

商品

販売

回収

再資源
化

今後のサーキュラーエコノミー型の購買行動に対して、
3年後、5年後を意識した取り組みを行うことで

福知山市独自の地域エコシステムを構築することが重要

1

2

3

4

5

6
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《I チーム》 

• タイトル：親子の可能性を共有する事業 ～廃校を活用した福知山の人財を育む場づくり～ 

• 成果：企業内起業（新規事業創出）・事業連携 

• 発表内容： 以下、資料抜粋 

  

  

  

 

 

 

1

事業案タイトル、チーム
（組織）ロゴなど

ロゴ

サービス

6

事業案タイトル、チーム
（組織）ロゴなど

井上株式会社

スポンサー企業

福知山の
プロフェッショナル

福知山のプロフェッショナル・企業を巻き込んだ事業

企画・提案

610BASE

イベント

体験提供・
職業紹介

親子

広告宣伝費

体
験

実証方法

13

事業案タイトル、チーム
（組織）ロゴなど

実証内容概要

「仕事紹介と、その仕事に関わる子どもが楽
しめるイベント」のトライアルを610BASEにて
実施し、事業可能性を検証する。

イベント概要

会場： 610BASE
開催日： 1月23日（日）13:00−16:30

参加費： 2,000円/人

イベント内容：

40m

実証方法（B案）

14

・街頭アンケート
・Google Formアンケート

●対象
「福知山在住の0〜12才の子を持つ親」

●内容
・現在の習い事について
・本事業への興味
・イベントの支払可能額
・イベント頻度

■有効回答件数
37/51件

実証結果事業案タイトル、チーム
（組織）ロゴなど

興味

支
払
可
能
額

5,000円

3,000円

1,000円

興味なし どちらで
もない

少し興味
あり

興味あり

52.7%

33.3%

13.9%

本イベントに興味があり、かつターゲット価格にフィットする層が
全体のマジョリティ（52.7%）を占めた。

無関心層

ターゲット層

低価格希望層

ターゲット層
の3人に2人以
上（68.4%）
が「1〜3ヶ月
に1回参加した
い」と回答

16

将来展望

17

事業案タイトル、チーム
（組織）ロゴなど

「人」の循環型社会の実現

「可能性の共育」を主軸に、福知山地域に根付いた職業教育の先端地域へ

今年 25年後 50年後

職
業
教
育
の
輪

子供プロ

福知山市



 43 

3.3  修了アンケート結果 

アンケート結果は、評価平均が満足度 4.9、起業貢献度 4.6、修了自慢度 4.4、知人推薦度 4.6 と

高いものとなった。うち、修了自慢度が 4.4 に止まっている要因としては、本プログラムの知名度、ブ

ランド化が未だ十分でないことが推測される。また、本プログラムの特徴への満足度は、PBL4.9、知

識スキル修得 4.6、実践知識獲得 4.7、３段階性 4.8 とカリキュラム内容について極めて高い結果とな

った。一方、開講曜日、期間、時期については、土日開講 4.4、平日夜間開講 4.5、開講期間・時期

4.5と評価平均は高いものの、評価分布に若干のばらつきが見られる結果となっている。要因として、

PBL の追い込み時期が年度末の繁忙期に重なること、参加学生のアルバイト時間と土日が重なるこ

となどが挙げられる。これらについては、PBL 期間の前倒しや、録画受講による対応を考慮する必要

がある。また、コロナ禍での遠隔受講、チャットワークなどの LMS ツール活用についても、             

遠隔受講 4.5、設備 4.6 と評価平均は高いものの、評価分布に若干のばらつきがある。コメントから

は、対面受講を望む声も多く、ハイブリッドでの施行も視野に入れて検討していきたい。関連して、受

講生間の交流は 3.7 と低い結果となった。コメントからは、遠隔受講による受講生間のコミュニケーシ

ョン不足や、遠隔 PBLにおける他チームとの交流の少なさが見てとれる。次年度におけるアルムナイ

組織の立ち上げ支援などを通じて、本課題への対応を図っていきたい所存である。 

 

表 9 プログラム受講満足度 

 評価平均 回答者数 評価５ 評価４ 評価３ 評価２ 評価１ 

満足度 4.9 20 18 2 0 0 0 

起業貢献度 4.6 20 12 7 1 0 0 

修了自慢度 4.4 20 13 3 3 0 1 

知人推薦度 4.6 20 14 5 0 0 1 

 

表 10 プログラムの特徴に関する満足度アンケート 

 評価平均 回答者数 評価５ 評価４ 評価３ 評価２ 評価１ 

PBL 4.9 18 16 2 0 0 0 

知識スキル修得 4.6 18 11 7 0 0 0 

実践知識獲得 4.7 18 13 5 0 0 0 

３段階制 4.8 18 14 4 0 0 0 

土日開講 4.4 20 11 ６ 3 0 0 

平日夜間開講 4.5 20 11 7 2 0 0 

遠隔授業（Zoom） 4.5 20 11 8 1 0 0 



 44 

設備（教室・LMS） 4.6 20 14 3 3 0 0 

受講費用 4.5 20 13 4 3 0 0 

開講期間・時期 4.5 20 12 6 1 1 0 

受講生間の交流 3.7 20 5 6 8 0 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


